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２０２２年度 事業報告 

【概  括】 
  2022 年度は昨年度同様、新型コロナウイルス感染防止対策を講じながらの活動となりました。 

後見業務では、本人が抱える課題やニーズを踏まえた支援を心掛けました。一方、年度末に

職員 2 名が退職することになり、求人を行いましたが採用に至らず新規受任を控えました。結

果、前年度末に比べ受任件数が 10 名減少しました。大津市障害者虐待防止センターでは、障害

福祉サービス事業所での虐待防止研修の実施が義務化されたこと、新型コロナウイルス感染拡

大が落ち着き始めたこと等から、出前講座の依頼が増え、積極的に対応しました。大津市権利

擁護サポートセンターは成年後見制度利用促進の中核機関に位置付けられました。6 月、市長

にも出席いただき、「大津市成年後見利用促進計画」策定記念講演会を開催し、2022 年度は広

報啓発の強化と専門職団体や関係機関との地域連携ネットワークの構築を積極的に進めました。 

 

2022 年度は次の 4 項目 

１． 本人の思い（意思）を大切にする権利擁護支援に取り組みます。 

２． 成年後見制度利用促進（権利擁護支援の促進）の取り組みに邁進します。 

３． 日頃の支援の振り返りを行い、改善のための体制づくりを検討します。 

４． 法人の中長期的なビジョンについて検討を開始します。 

を重点項目として掲げ、事業に取り組みました。 

 

重点項目 1  

 9 月に開催した意思決定支援研修会をはじめ、おおつネット懇でも多職種で意思決定支援

をテーマに事例検討を行う等、本人の特性に応じた意思決定や権利擁護支援について学ぶ機

会が多くありました。職場内でも意思決定支援の考え方について研修し、職員一人一人が本

人の思いを大切にするよう意識して業務にあたりました。 

重点項目 2  

県内においては、権利擁護支援や成年後見利用促進に係る取り組みを推進する市町の支援

を目的に、市町や県内の関係団体からなる協議会を設置し、滋賀県における利用促進の取り

組みを推進するための方向性について議論を深めました。 

また大津市では、地域連携ネットワーク協議会を開催し、地域課題の解決に向けて協議し、

地域の関係者の“つながり”を強め、権利擁護支援の推進に取り組みました。 

重点項目 3   

苦情解決委員会を開催し、苦情に至った要因分析、再発防止策・第三者委員体制の検討を

行う予定でしたが実施に至りませんでした。一方、後見担当者会議や相談員会議にて日々の

活動を振り返り、苦情とならないよう、後見業務の質が向上するよう業務改善に努めました。 

重点項目 4   

将来ビジョンを検討するにあたり、まずは職員があさがおのミッションである「ノーマラ

イゼーション社会の実現」をどう捉え、各人の日頃の活動に反映されているかを考えました。 
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【事業報告】 

１．本部 

（１）高齢者虐待・成年後見相談事業  定款：保健・福祉・医療に関する総合相談事業 

滋賀県受託：滋賀県高齢者権利擁護支援センター運営事業 

県内の地域包括支援センター、各市町の高齢者保健福祉担当課等からの成年後見制

度・高齢者虐待についての相談に応じ、専門的・技術的助言を行い、相談件数は 26 件で

した。 

 

表 2【月別延べ相談対応件数推移】  2022 年度                （件） 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

県事業 0 1 2 1 3 2 2 1 2 3 4 5 26 

 

（２）法人後見事業  定款：権利擁護、成年後見に関する事務の提供 

年度末に後見業務を担当する相談員 1 名と後見活動員 1 名の退職者がありました。この

ため、年度途中より採用募集を行いましたが、後任の採用に至らず、新規受任を控えて後

見活動を行いました。また、残る職員体制では受任できる件数には限界があると判断し、

一部辞任する手続きを行い、円滑な引継事務を行うことに注力しました。辞任に際しては

被後見人に事前に意向確認し、関係機関とも相談の上で進め、出来るだけ被後見人の生活

に支障が少なくなるように努めました。 

その結果、新規受任件数は 4 件に留まり、死亡および辞任等の終了件数 14 件でした。2022

度末受任件数は 116件となり、前年度比較すると年度末受任件数は 10名減少になりました。 

 

表 3【後見等受任・終了件数推移】  2005～2022 年度            （件） 

年度 
後 見 保 佐 補 助 合 計 年度末 

受任件数 受任 終了 受任 終了 受任 終了 受任 終了 

2005 10 0 2 0 1 0 13 0 13 

2006 30 2 4 1 2 0 36 3 46 

2007 19 6 9 1 3 0 31 7 70 

2008 20 5 4 2 2 1 26 8 88 

2009 17 9 5 2 3 1 25 12 101 

表 1【年度別実相談件数推移】  2005～2022 年度               （件） 

年度 
2005
H17 

2006 2007 
2008
H20 

2009 2010 2011 2012 
2013 
H25 

2014 2015 2016 2017 

県事業 － 91 70 65 93 68 64 39 39 19 33 22 30 

年度 
2018
H30 

2019 
R1 

2020 2021 
2022 

R4 
        

県事業 21 15 18 34 26         
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2010 8 8 2 1 1 2 11 11 101 

2011 13 5 2 2 4 1 19 8 112 

2012 2 19 0 2 0 0 2 21 93 

2013 3 5 1 2 3 0 7 7 93 

2014 10 6 5 0 7 3 22 9 106 

2015 2 11 2 3 3 2 7 16 97 

2016 0 10 1 5 0 2 1 17 81 

2017 12 8 7 1 6 1 25 10 96 

2018 9 10 8 2 2 1 19 13 102 

2019 8 6 9 0 3 1 20 7 115 

2020 12 5 9 1 2 2 23 8 130 

2021 1 6 5 4 2 2 8 12 126 

2022 0 2 3 1 1 11 4 14 116 

累計 176 123 78 30 45 30 299 183  

現在

受任

件数 

53 48 15 116 
 

 

図 1【法人後見受任件数推移】  2005～2022 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）高齢者虐待対応研修会  定款：権利擁護、成年後見制度に関する研修事業 

滋賀県受託：滋賀県高齢者権利擁護支援センター運営事業 

県内の地域包括支援センターや市町担当課の管理職、職員を対象として、高齢者虐

待防止法（養護者）の確認、虐待対応の流れと役割、事例を通した虐待対応のポイン

トを習得することを目的とした研修を基礎編と実務編に分けて開催しました。 
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基礎編は主に初任者を対象とし、高齢者虐待防止法の概要と行政の責務、高齢者の

権利擁護、虐待対応の流れを学ぶ機会としました。実務編は中堅職員を対象とし、事

前アンケートから日頃の虐待対応における悩みや疑問に対する助言を行うとともに、

事例を通して段階ごとの具体的な対応方法、養護者支援を学ぶ機会としました。 

なお、新型コロナウイルス感染症の感染予防の観点から、基礎編と実務編共に 2 日

間開催のうち、1 日目はオンライン開催、２日目は集合研修とし、参加人数は各市町 1

～2 名に限定しました。 

  ≪基礎編≫ 

【実 施 日】 2022 年 6 月 15 日（水）10:00～14:30 

              6 月 16 日（木）10:00～16:00 

【実施場所】 1 日目 オンライン研修（Zoom） 

       2 日目 大津合同庁舎 7 階 7D 会議室 

【内  容】 ・虐待防止法の流れと役割の確認 

       ・高齢者の権利擁護 

【講  師】  古谷 靖子 氏（高島市地域包括支援課 課長） 

        田嶋 明日香 氏（しろまち法律事務所 弁護士） 

今井 昭二 氏（京都府障害者・高齢者権利擁護支援センター） 

   【参加者数】  1 日目 19 市町 67 名 

       2 日目 13 市町 21 名 

  ≪実務編≫ 

【実 施 日】 2022 年 7 月 21 日（木）10:00～14:30 

               7 月 22 日（金）10:00～16:00 

【実施場所】 1 日目 オンライン研修（Zoom） 

       2 日目 大津合同庁舎 7 階 7D 会議室 

【内  容】 ・事例を通して段階ごとの具体的な対応方法 

       ・養護者支援 

【講  師】 今井 昭二 氏  （京都府障害者・高齢者権利擁護支援センター） 

   【参加者数】  1 日目 15 市町 73 名 

       2 日目 14 市町 23 名 

  

（４）高齢者虐待防止シンポジウム  定款：権利擁護、成年後見制度に関する普及・啓発事業 

滋賀県受託：滋賀県高齢者権利擁護支援センター運営事業 

実際に家族に対して無意識のうちに虐待をしてしまった経験のある方を講師に迎え、

県民や保健福祉関係職員、施設従事者を対象として、高齢者虐待は他人事ではなく、

自分事になるかもしれないことを感じてもらう、更には、高齢者虐待が起こり得る家

庭に対して周囲の方がどのように見守り関わると良いのかを知ってもらう目的で、開

催しました。 

【実 施 日】 2022 年 12 月 15 日（木）14:00～16:00 

   【実施場所】 守山市民ホール小ホール 
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【内  容】  

講 演： 「私も虐待した～無意識に行っていた祖母への虐待～」 

講 師： 渡辺 哲雄 氏（日本福祉大学中央福祉専門学校 専任教員） 

   【参加者数】 52 名 

 

（５）成年後見制度実務研修会  定款：権利擁護、成年後見制度に関する普及・啓発事業 

   滋賀県受託：滋賀県障害者権利擁護支援事業 

    障害者の成年後見制度市町村長申立に従事する県内の市町職員、権利擁護センター 

職員等を対象に、必要とされる知識や技能の習得を目的とした研修を実施しました。 

新型コロナウイルス感染症の感染はまだ落ち着いていませんでしたが、オンライン形 

式ではわかりにくいという声もあり、集合形式で開催しました。 

   【実 施 日】 2022 年 10 月 17 日（月）10:30～16:00 

   【実施場所】 滋賀県庁東館 7F 会議室 

   【内  容】 ・市町村申立の意義 

          ・事例を通じた制度活用 

          ・申立ての際の留意点 

          ・申立ての流れと手順 

   【講  師】  川合 邦英 氏（大津家庭裁判所） 

小倉 有香 氏（大津家庭裁判所） 

           須藤 優希 氏（大津家庭裁判所） 

          小川 学 氏（小川司法書士・社会福祉士事務所） 

           西川 孝史 氏（高島市障がい福祉課） 

      【参加者数】 11 市町 21 名 

 

（６）講師・講演等  定款：権利擁護、成年後見制度に関する普及・啓発事業 

滋賀県受託：滋賀県高齢者権利擁護支援センター運営事業 

滋賀県障害者権利擁護支援事業 

県内外の関係機関、行政から依頼を受け、講師を派遣しました。 

月日 主催 テーマ 

5/16(月) 草津市（放課後デイサービス事業所） 障害者・高齢者の虐待防止研修 

9/8(木) 滋賀県介護サービス事業者協議会連合会 令和 4 年度滋賀県認知症研修会 

9/22(木) 草津市（草津市障害児者自立支援協議会相談支援部会） 障害者虐待防止研修 

9/26(月) 高島市(老人保健施設) 職員向け高齢者虐待防止研修① 

9/29(木) 高島市(老人保健施設) 職員向け高齢者虐待防止研修② 

10/18(火) 彦愛犬権利擁護サポートセンター 成年後見制度啓発講座 

11/17(木) 近江八幡市社会福祉協議会 職員向け高齢者・障害者虐待防止研修 

11/21(月) 高島市地域包括支援課 地域包括職員権利擁護スキルアップ研修① 

12/1(木) 近江八幡市長寿政策課 地域包括職員向け虐待防止研修 

1/16(月) 草津市障害福祉課 コミュニケーション支援事業登録者研修会 
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1/19(木) 日野町（放課後等デイサービス事業所） 障害者虐待防止研修 

1/23(月) 滋賀県政策研修センター 令和 4 年度人権指導者養成研修 

1/24(火) 守山市（守山市障害者自立支援協議会） 障害者虐待防止研修 

3/24(金) 高島市地域包括支援課 地域包括職員権利擁護スキルアップ研修② 

 

（７）ネットワーク構築等支援事業 定款：その他の権利擁護事業等（権利擁護・成年後見に関する関連事業） 

滋賀県受託：滋賀県高齢者権利擁護支援センター運営事業 

滋賀県障害者権利擁護支援事業 

【権利擁護支援・成年後見制度利用促進協議会】 

高齢者や障害者の権利擁護支援や成年後見制度利用促進に係る取り組みを推進す

るため、関係団体における権利擁護支援等に係る現状や課題について議論しました。

特に 2023 年度に県が策定する成年後見制度利用促進（権利擁護支援）に関する取り

組みの方向性について、市町・専門職団体・当事者団体の各委員、オブザーバーの家

庭裁判所から意見を伺いました。 

（第 1 回） 

【実 施 日】 2022 年 6 月 10 日（金）14:00～16:00 

【実施場所】 滋賀県大津合同庁舎 7 階 7B 会議室 

【内  容】 市町における成年後見制度利用促進に係る取組状況について 

       成年後見人等の担い手の確保について 

【出席者数】 18 名 

（第 2 回） 

【実 施 日】 2022 年 11 月 28 日（月）14:00～16:00 

【実施場所】 滋賀県庁北新館 7 階 7C 会議室 

【内   容】 本県の成年後見制度利用促進（権利擁護支援）に関する取り組みの方

向性について 

【出席者数】 17 名 

 

（８）成年後見利用促進連携・相談体制整備事業 

   定款：その他の権利擁護事業等（権利擁護・成年後見に関する関連事業） 

滋賀県受託：滋賀県高齢者権利擁護支援センター運営事業 

【滋賀県意思決定支援研修会】 

第二期成年後見制度利用促進基本計画では、制度の運用改善として本人の特性に応 

じた意思決定支援とその取り組みが保健・医療・福祉・介護・金融機関等幅広い関係 

者や地域住民に浸透するよう、研修等を通じて継続的に普及啓発を行うこととされて 

います。そのため、後見事務に携わる専門職、中核機関職員、市町職員等を対象に滋 

賀県意思決定支援研修会を開催し、意思決定支援の重要性や基本的な考え方を知って 

もらいました。 

【実 施 日】 2022 年 9 月 16 日（金）14:00～16:30 

   【実施場所】 ピアザ淡海 3 階大会議室 
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【内  容】  

講 演：  「成年後見事務にも大切な意思決定支援～事例を交えて～」 

講 師： 上林 里佳 氏（上林里佳社会福祉士事務所 オフィス上林） 

   【参加者数】 35 名 

 

（９）高齢者虐待対応指導事業 

定款：その他の権利擁護事業等（権利擁護・成年後見に関する関連事業） 

大津市受託：高齢者虐待対応指導事業 

高齢者虐待ケースを検討する高齢者虐待対応検討会議（7 回開催）に弁護士とあさが

お職員が出席し、市職員、地域包括支援センター職員に被虐待者、虐待者への対応方

法、虐待対応へのアドバイスを行いました。 

また、9 月、2 月に市及び地域包括支援センター職員を対象とした虐待対応について

の研修会を実施しました。 

 

（１０）弁護士相談事業 

定款：その他の権利擁護事業等（権利擁護・成年後見に関する関連事業） 

 大津市受託：弁護士相談事業 

    市及び地域包括支援センター職員が高齢者虐待や法律問題について、WEB 会議形式

（年間 12 回上限）で弁護士より専門的・法的な見地からの助言等を受け、速やかに権利  

擁護支援に取り組めるよう支援しました。実施回数は 10 回でした。 

【実施方法】オンライン開催（Zoom） 

【実施回数】10 回（1 回 1 時間） 

 

２．大津市権利擁護サポートセンター 

大津市受託：大津市権利擁護サポートセンター運営事業 

（１） 権利擁護・成年後見制度相談業務、成年後見制度利用申立て支援業務 

定款：保健・福祉・医療に関する総合相談事業 

市民や行政、関係機関等から、高齢者や障害者等の権利擁護・成年後見制度利用に係 

る様々な相談に対応しました。2022 年度の新規相談件数が 390 件、延べ相談件数が 4341 

件となり、いずれも昨年と同様に多い相談件数でした。 

 

表 4【月別延べ相談対応件数推移】    2022 年度                  （件） 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

権利擁護相談 271 282 255 190 238 171 211 209 153 166 183 163 2492 

(内新規) 25 30 31 31 32 40 41 31 23 30 39 37 390 

成年後見申立支援 141 112 115 132 150 167 136 153 184 161 181 217 1849 

合計 412 394 370 322 388 338 347 362 337 327 364 380 4341 
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表 5【年度別実相談件数推移】   2005～2022 年度                    （件） 

年度 
2005
H17 

2006 2007 
2008 
H20 

2009 2010 2011 2012 
2013 
H25 

2014 2015 2016 2017 
2018
H30 

大津市 158 198 173 177 198 205 212 201 180 219 269 276 265 283 

年度 
2019 
R1 

2020 2021 
2022 
R4 

          

大津市 376 371 404 390           

 

 

（２）啓発・育成事業  定款：権利擁護、成年後見制度に関する普及・啓発事業 

各機関、団体から依頼を受け、次の啓発・育成事業を実施しました。 

月日 主催・対象 テーマ 

5/26(木) 地域エリア会議 瀬田あんしん長寿相談所 高齢者虐待の予防・早期発見・連携 

5/28(土) 真野学区社協民生委員福祉委員合同研修会 
コロナ禍における高齢者虐待のリスクと 

その予防 ～地域に期待すること～ 

6/29(水) 地域エリア会議 瀬田あんしん長寿相談所 高齢者虐待の予防に向けて 

8/10(水) 
障害者自立支援協議会  

高齢障害プロジェクト 
権利擁護サポートセンターの取り組み 

8/18(木) 膳所・晴嵐地域ケア会議 
身寄りのない高齢者が緊急入院し、本人

が意思表示できない時の対応について 

9/3(土) 瀬田東学区民生児童委員協議会研修会 高齢者虐待の予防・早期発見・連携 

10/13(木) 地域ケア会議 堅田あんしん長寿相談所 
透析導入など医療を継続しながらの在

宅生活への支援について 

10/20(木) 地域ケア会議 瀬田あんしん長寿相談所 高齢者虐待の予防について 

10/25(火) 
令和 4 年度第 2 回 医療・介護連携部会 

（地域包括ケア部会） 

身寄りのない人への支援について行政

ができること 

10/28(金) 個別地域ケア会議 堅田あんしん長寿相談所 
医療や介護の提供に課題がある独居高

齢者の支援にについて 

11/14(月) 
障害者自立支援協議会高齢障害プロジェクト 

（湖西側） 

介護保険と障害福祉の連携に関する 

研修会 

11/22(火) 
障害者自立支援協議会高齢障害プロジェクト 

（琵琶湖側） 

介護保険と障害福祉の連携に関する 

研修会 

12/5(月) 
大津市認知症キャラバンメイト連絡協議会 

フォローアップ研修 
成年後見と家族信託について 

12/8(木) 養護学校 PTA 進路学習会 
権利擁護サポートセンターの紹介 

権利擁護と成年後見制度について 

12/21(水) 介護事業所職員研修会 「権利擁護、倫理と法令遵守」 

R5.1/23(月) 
令和 4 年度第 3 回 医療・介護連携部会 

（地域包括ケア部会） 

身寄りのない人への支援について 

大津市としてできる取り組みについて 

表 6【月別新規相談件数推移】      2022 年度        （件） 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

高齢 20 24 23 19 24 33 30 20 13 23 24 21 274 

障害 4 6 8 11 6 7 11 10 8 5 14 16 106 

不明等 1 0 0 1 2 0 0 1 2 2 1 0 10 

合計 25 30 31 31 32 40 41 31 23 30 39 37 390 



9 

 

2/13(月) 地域エリア会議 瀬田あんしん長寿相談所 高齢者虐待の予防に向けて 

2/25(土) 膳所包括多職種連携合同会議 
「独居の方でも最期まで自宅で過ごす」

を支えるために 

3/15(水) 障害者自立支援協議会高齢障害プロジェクト 介護保険との連携ワーキング 

3/17(金) 障害者自立支援協議会権利擁護部会 事例検討会 

 

（３） 大津市権利擁護サポートセンター運営委員会 

定款：その他の権利擁護事業等（権利擁護・成年後見に関する関連事業） 

センター業務の実施状況を共有しつつ、センターが有すべき機能や、権利擁護・成年

後見制度を安定的に実施するために必要な組織体制の構築等について検討しました。 

【実 施 日】 2023 年 3 月 6 日（月）13:30～15:00 

【実施場所】 大津市役所本館 4 階第 3 委員会室 

【委  員】 

・高齢者事業者関係：地域包括支援センター、大津市介護支援専門員協会 

・障害者事業者関係：大津市障害者自立支援協議会、  

地域生活支援センター オアシスの郷 

・地域福祉関係：大津市社会福祉協議会 

・行政関係：福祉政策課、長寿政策課、障害福祉課、生活福祉課 

【協議事項】 

・今年度の権利擁護サポートセンターの取り組みについて 

・中核機関としての成年後見制度利用促進のおける現状と課題の整理 

・来年度の取り組みについて 

 

（４） 中核機関の運営に係る業務 

定款：その他の権利擁護事業等（権利擁護・成年後見に関する関連事業） 

① 大津市成年後見・権利擁護支援地域連携ネットワーク協議会 

権利擁護サポートセンター業務（中核機関）の実施状況を共有しつつ、地域が有す

べき機能や、権利擁護・成年後見制度を安定的に実施するために必要なネットワーク

構築に向けて検討しました。 

 

【委  員】 

・専門職団体：滋賀弁護士会、成年後見センター・リーガルサポート滋賀支部、 

滋賀県社会福祉士会ぱあとなあ滋賀 

・高齢者事業者関係：地域包括支援センター、大津市介護支援専門員協会 

・障害者事業者関係：大津市障害者自立支援協議会、美輪湖の家大津 

・地域福祉関係：大津市社会福祉協議会 

・行政関係：福祉政策課、長寿政策課、障害福祉課、生活福祉課 

・オブザーバー：大津家庭裁判所 
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（第 1 回） 

【実 施 日】 2022 年 5 月 25 日（水）13:30～15:00 

【実施場所】 大津市役所別館 5 階互助会会議室 

【協議事項】 

・大津市成年後見制度利用促進計画について 

・大津市の地域連携ネットワークと中核機関について 

（第 2 回） 

【実 施 日】 2023 年 1 月 31 日（火）13:30～15:30 

【実施場所】 大津市役所本館 4 階第 4 委員会室 

【協議事項】 

・大津の権利擁護支援における現状について（グループディスカッション） 

・今後取り組むべき地域課題について 

 

② 「大津市成年後見制度利用促進計画」策定記念講演会 

2022 年 3 月に策定された大津市成年後見制度利用促進計画を記念し、高齢者・障

害者一人ひとりの尊厳が保たれ、その人らしく暮らせるよう、権利擁護や成年後見制

度の利用が必要な人に、支援が行き届くようにするための“連携”について学ぶため、

講演会およびパネルディスカッションを開催しました。 

【実 施 日】 2022 年 6 月 30 日（木）13:30 ～ 16:30 

【実施場所】  旧大津公会堂 3 階ホール 

【内  容】  権利擁護のまち、大津を目指して 

      ～支援を必要とする人が適切な支援の輪につながるには～ 

（第 1 部）講演 

講 師：住田 敦子 氏（尾張東部権利擁護支援センター センター長） 

（第 2 部）パネルディスカッション 

登壇者：村田 才司 氏（社会福祉士） 

           越野 緑 氏（障害者相談支援事業所 相談センターみゅう） 

           渋谷 育美 氏（大津市瀬田あんしん長寿相談所） 

【参加者数】 70 名 

 

③ 意思決定支援研修会 

市民や介護事業所職員等を対象に、「認知症の人の意思決定支援ガイドライン」およ

び「意思決定支援を踏まえた後見事務のガイドライン」を紹介しながら、意思決定支援

の基礎を知ってもらう目的で、開催しました。 

【実 施 日】 2023 年 3 月 19 日（日）10:30～12:00 

【実施場所】 みちくさリハビリデイサービス 

【内  容】 「成年後見制度と意思決定支援」 

講 師：中原 一隆（大津市権利擁護サポートセンター） 

【参加者数】 15 名 
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④ 成年後見制度パンフレットの作成 

これまで市独自の成年後見制度のパンフレットがなかったため、成年後見制度の普

及促進と啓発を目的に、「支援者が当事者や家族に説明しやすい」パンフレットを作成

しました。作成にあたってはワークショップの手法を用いました。ワークショップは

社会福祉士会や弁護士会、介護支援専門員協会、地域包括支援センター、自立支援協

議会、社会福祉協議会、市の福祉関係課等、多くの方々に参加いただき、意見交換を

重ねて完成に至りました。 

【開催方法】 オンライン開催（Zoom） 

【実施回数】 5 回 

 

（５） 市民向け啓発セミナー  定款：その他の権利擁護事業等（権利擁護・成年後見に関する関連事業） 

 市民を対象に、権利擁護・成年後見制度の普及啓発を目的に研修会を開催しました。 

  当日は新型コロナウイルス感染拡大の影響で、多数の参加者のキャンセルがあり、少 

人数での開催となりました。 

 【実 施 日】 2023 年 1 月 18 日（水）13:30～15:30 

【実施場所】 明日都浜大津 大津市ふれあいプラザ 5 階大会議室 

【内  容】 「知っておこう！権利擁護の制度と事業」 

         講師：羽田 慎二 氏 （司法書士） 

八田 友矢 氏 （大津市社会福祉協議会）   

【参加者数】 28 名 

 

（６） おおつネットワーク懇談会（おおつネット懇） 

定款：その他の権利擁護事業等（権利擁護・成年後見に関する関連事業） 

成年後見に関わる専門職が運営委員となっている「おおつネットワーク懇談会」の

事務局を担いました。運営委員会を開催し、成年後見等に関する情報を共有するとと

もに、事例検討会・交流会を開催しました。 

① 運営委員会 

 

 

 

 

 

② 事例検討会と交流会 

権利擁護支援に携わる専門職が日頃の活動を振り返り、新たな視点や気づきを目的

に交流会を開催し、事例を元にグループに分かれて意見交換を行いました。 

回 月日 開催場所 参加人数 

第 1 回 4 月 21 日（木） 大津市社会福祉協議会会議室 8 名 

第 2 回 6 月 7 日（火） 大津市社会福祉協議会会議室 10 名 

第 3 回 8 月 9 日（火） オンライン 11 名 

第 4 回 9 月 22 日（木） オンライン 7 名 

第 5 回 11 月 10 日（木） オンライン 10 名 

第 6 回 3 月 22 日（水） 大津市社会福祉協議会会議室 9 名 



12 

 

【実 施 日】 2022 年 7 月 26 日（火）18:00～20:00 

【実施場所】 オンライン形式（Zoom） 

【内  容】 『誰もが必要な時に安心して医療を受けるために 

         ～医療の手続きと意思決定支援～』 

   小椋 由紀子 氏（大津赤十字病院 医療ソーシャルワーカー） 

【参加者数】 50 名 

 

３．大津市障害者虐待防止センター 

大津市受託：大津市障害者虐待防止センター等業務 

（１）大津市障害者虐待防止センター運営 

定款：保健・福祉・医療に関する総合相談事業 定款：権利擁護、成年後見制度に関する普及・啓発事業 

障害者虐待防止センターでは、①障害者虐待の通報・相談・届出の受理、②養護者に

よる虐待の防止・相談や対応、③広報・啓発活動、④障害者虐待防止に関する研修に取

り組みました。 

 

項目 件数 

① 通報・相談・届出の受理 111 件 

② 養護者による虐待の防止・相談や対応 1,513 件 

③ 広報・啓発活動 

・障害福祉サービス事業所に出向き虐待についての広報 

・事業所・団体等向け虐待防止講座（出前講座） 

・障害当事者向け虐待防止講座 

 

16 事業所 

24 回 

3 回 

④ 障害者虐待防止に関する研修  

市内の障害福祉サービス事業所の管理職、サービス管理責任者等を対象に、施設従

事者虐待を職員個人の問題とせず、組織として虐待を起こさない職場をつくっていく

ための研修会を実施しました。 

  【実 施 日】 2022 年 12 月 16 日（金）10:00～12:30 

  【実施場所】 大津市立市民文化会館多目的ホール 

【内  容】 講演： 「施設従事者虐待を起こさない職場環境を考える」 

         講師：  田村 和宏 氏（立命館大学 産業社会学部 教授） 

  【参加者数】 89 名 

表 7【年度別通報・相談・届出の受理件数推移】                （件） 

年度 
2016 
H28 

2017 2018 
2019 
 R1 

2020 2021 
2022  
R4 

件数 109 74 71 124 115 127 111 
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４．本部、権利擁護サポートセンター、障害者虐待防止センター全体 

各種協議会等への委員派遣等 

定款：その他の権利擁護事業等（権利擁護・成年後見に関する関連事業） 

① 滋賀県認知症施策推進会議（1 回） 

② 滋賀県運営適正化委員会（8 回） 

③ 大津市社会福祉審議会地域福祉専門分科会（1 回） 

④ 大津市認知症・高齢者虐待防止地域支援推進会議（1 回） 

⑤ 大津市自殺対策連絡協議会（1 回） 

⑥ 特定非営利活動法人ぱんじー法人後見受任審査委員会（２回） 

 

５．法人内の取り組み 

（１）新型コロナウイルス感染症対策 

   昨年度に引き続き、「新型コロナウイルス拡大防止のためのあさがお行動指針」に基づき、

職員で徹底するよう感染防止に努めました。また、被後見人等に感染が疑われる場合の対応

について、具体的な病院搬送等の手順を示したフロー図を新たに作成し、不測の事態に備え

ました。 

 

（２）全国権利擁護支援ネットワーク活動  

法人で加盟している全国権利擁護支援ネットワークが主催する、全国フォーラムや研

修等に参加しました。 

 

（３）職場委員会の活動 

職員で構成される研修、広報、福利厚生、苦情解決の各委員会で、次の活動を行いま 

した。 

① 研修委員会 

    2 回の研修を企画、実施しました。1 回目は職員のストレスケアを目的に大津市の出前

講座を利用しました。2 回目は意思決定支援をテーマに、研修委員が寸劇を行いながら事

例検討し、職員間でグループワークを行いました。 

日時 内容・講師 

10 月 28 日（金） 

14:00～15:30 

「こころの健康づくり」 

 大津市保健所 保健予防課 中西 遼 氏 

                            住田 亜由美 氏 

3 月 28 日（火） 

9:45～11:45 

「意思決定支援研修」 

  グループワーク 

 

② 広報委員会 

広報委員会として、あさがお通信の進捗管理を行いました。今後も当会であさがお通
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信全体の管理を行っていく予定ですが、作成者や委員会メンバーの負担軽減のために、

原稿作成ルール、校正ルールを作っていく予定です。 

また、Zoom 背景画のひな形を作成し、各部署でアレンジをして利用してもらえるよ

うにしました。 

 

③ 福利厚生委員会 

    今年度も新型コロナウイルスの影響で集団での食事会や飲み会の開催ができない状

況でしたが、秋に『プチ贅沢昼食会』として少し高めのお弁当を頂くという企画をし

ました。また、新型コロナウイルス感染症の流行が落ち着いた年度末に、数年間でき

ていなかった歓送迎会を開催しました。 

 

④ 苦情解決委員会 

重点項目 3 で記したように、苦情解決委員会を開催し、苦情に至った要因分析と再発防

止に向けた取り組みや、第三者委員体制の仕組みづくりを検討する予定でしたが、実施に

至りませんでした。 

    一方で、後見担当者会議や相談員会議において、日々の活動を振り返り、苦情とならな

いような対応、更には後見業務の質の向上について話し合い、業務の改善に努めました。 

 

（４）寄付の拡大 

あさがおの権利擁護活動の周知・理解を図りながら、寄付の依頼に努めました。ご寄

付をいただいた方、有り難うございました。また、あさがお設立以来初めて遺贈を受け

ました。遺贈いただいた方のご冥福をお祈り致します。 

【寄付件数】      50 件 

【寄 付 額】  23,921,000 円 

 

（５）機関紙あさがお通信の発行 

5 月、7 月、10 月、1 月の年 4 回、あさがお通信を発行しました。 

 

（６）会議等の開催 

① 総会（1 回） 

② 理事会（5 回） 

③ 職員会議（8 回） 

④ 相談員会議（36 回） 

⑤ 法人後見担当者会議（11 回） 

⑥ 法人後見棚卸会議（10 回） 

⑦ 理事長・副理事長会議（1 回） 

⑧ リーダー会議（6 回） 

⑨ 事務局会議（12 回） 

⑩ 弁護士相談（11 回） 


